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スケジュールと会場案内
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6月 6日（土） 9:15～ 受付 5号館 ¬1階ロビー
10:00～12:00 ワークショップ A会場： 5号館 ¬1階 511教室

C会場： 5号館 ¬2階 521教室
D会場： 5号館 ¬2階 522教室

12:50～ 開会の辞 5号館 ¬1階 511教室
13:10～18:05 研究発表 A会場： 5号館 ¬1階 511教室

B会場： 5号館 ¬1階 512教室
C会場： 5号館 ¬2階 521教室
D会場： 5号館 ¬2階 522教室

18:30～20:30 懇親会 学生ホール（4号館 ®2階）
休憩・談話室 5号館 ¬地階千と勢サロン
書籍展示 5号館 ¬2階 523教室

6月 7日（日） 9:30～ 受付 2号館 ­1階ロビー
10:00～12:00 招待講演 2号館 ­1階 213教室
13:00～16:00 シンポジウム 2号館 ­1階 213教室
16:00 閉会の辞 2号館 ­1階 213教室

休憩・談話室 2号館 ­地階シルバーラウンジ
書籍展示 2号館 ­1階 211教室
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v会費
• 会費 (一般 4,000円、学生 3,000円)は当日受付にてお願いいたします。
• 関西言語学会は、大会に参加して会費を納められた方をその年度の会員としています。初め
ての方も自由にご参加ください。
• 受付で会費と引き換えに、昨年の大会の発表論文を収録したプロシーディングズ (KLS29)と
名札をお渡しします。会場では名札をご着用ください。名札のない方は入場できません。

v懇親会
• 第 1 日のワークショップ・研究発表終了後、学生ホールで懇親会を開きます。発表者の方
も、一般会員の方も、気軽にご参加ください。（会費一般 4,000円、学生 3,000円）

v昼食
• 1 日目（土曜日）は学内の食堂が営業していますが、2 日目は食堂が営業しておりません。
周辺にもお店がありませんので、2日目は各自昼食をご持参下さい。

v休憩談話室・書籍展示
• 両日とも休憩および書籍の展示・販売のための部屋を用意しています。前ページの「会場案
内」をご覧ください。

vその他
• 学内・周辺にも駐車スペースはありません。（自動車で入構の必要ある方は事前に事務局に
ご連絡下さい。）
• キャンパスは全面禁煙です。

大会実行委員
野田尚史（委員長）·有村兼彬 ·上田功 ·大庭幸男 ·川越いつえ ·岸本秀樹 ·金水敏 ·定延利之 ·龍
城正明 ·谷口一美 ·西光義弘 ·東森勲 ·藤田耕司 ·益岡隆志 ·松本曜 ·山梨正明 ·吉村公宏

開催校委員
郡司隆男（開催校委員代表）·西垣内泰介 ·松井理直 ·松田謙次郎
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第 34回大会プログラム
•第 1日: 6月 6日（土）•

受付開始 9:15 [5号館 1階ロビー]

ワークショップ 10:00～12:00

A会場 [511（5号館 1 階）]: 敬語と敬語意識に見られる実時間的変化—国立国語研究所における
岡崎敬語調査から—

司会： 朝日祥之（国立国語研究所）

朝日祥之 (国立国語研究所) 杉戸清樹 (国立国語研究所)

横山詔一 (国立国語研究所) 西尾純二 (大阪府立大学)

阿部貴人（国立国語研究所） （杉戸氏のかわりに発表）

C会場 [521（5号館 2階）]: 複雑述語の形式・機能とダイナミズム—日本語・琉球語・韓国語を
もとに—

司会： 澤田淳（京都大学大学院生）

澤田淳（京都大学大学院生） 淺尾仁彦（京都大学大学院生）
金京愛（京都大学非常勤） 林由華（京都大学大学院生）

D会場 [522（5号館 2階）]: フォーカスと不定・不特定—標識と解釈の不一致—

司会： 青柳宏（南山大学）

倉橋農（大阪大学） 米田信子（大阪大学）
佐藤久美子（九州大学大学院生）

開会の辞 12:50 [511（5号館 1階）]

関西言語学会会長 西光義弘
神戸松蔭女子学院大学学長 郡司隆男

研究発表 13:10～18:05

A会場 [511（5号館 1階）]

司会： 山梨正明（京都大学）

1. (13:10–13:45) 介在性表現の認知言語学的分析—成立条件の再検討及び他の他動詞文との比較—

山本幸一（愛知教育大学附属高校） [発表者の都合により発表中止]

2. (13:50–14:25) 身体感覚に基づく意味拡張： Roundと Crooked に関わるメタファーを材料
に
寺西隆弘（同志社大学）

3. (14:30–15:05) 地形的環境と空間指示枠の使用：神戸市街地における調査から
松本曜（神戸大学） 原佐英子
夏池大介
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司会： 吉村公宏（奈良教育大学）

4. (15:20–15:55) 日中の難易表現における事態認識のあり方について—「にくい/づらい」と
「容易/好」をとりあげて—

大江元貴（筑波大学大学院生）
5. (16:00–16:35) 「no sooner～than」の意味機能に関する数量的分析

鈴木大介（京都大学大学院生）

司会： 松本曜（神戸大学）

6. (16:50–17:25) 英語の主体移動表現における動詞の認知意味論的研究
清水康樹（東北大学大学院生）

7. (17:30–18:05) 日本語の無標識可能表現と英語の中間構文
本多啓（神戸市外国語大学） [招聘]

B会場 [512（5号館 1階）]

司会： 益岡隆志（神戸市外国語大学）

1. (13:10–13:45) 比較に関わる程度副詞の使用条件—「なお」「なおさら」「さらに」「もっと」
の場合—

陳建明（大阪府立大学大学院生）
2. (13:50–14:25) 複合動詞「すぎる」の史的変遷に関する定量的分析—接続する語の変化を中

心に—

奥田芳和（京都大学大学院生）
3. (14:30–15:05) レ形指示詞の歴史的考察—源氏物語を中心に—

藤本真理子（大阪大学大学院生）

司会： 野田尚史（大阪府立大学）

4. (15:20–15:55) 思考動詞「思う」における埋め込み主語の主格・対格交替について
佐々木淳（比治山大学）

5. (16:00–16:35) 無生物主語ニ格受動文の成立条件について
黄菲菲（京都大学大学院生）

司会： 金水敏（大阪大学）

6. (16:50–17:25) 謙遜を表す日本語の前置き表現の記述的研究—後続情報による分析—

陳臻渝（大阪府立大学大学院生）
7. (17:30–18:05) コトの意味の二側面—コト節とノコト名詞句との比較を中心に—

金英周（広島大学大学院生） 酒井弘（広島大学）
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C会場 [521（5号館 2階）]

司会： 岸本秀樹（神戸大学）

1. (13:10–13:45) On Elimination of EPP: EPP as Tense Feature, and Movement for Semantic

Considerations

嶋村貢志（大阪大学大学院生）
2. (13:50–14:25) Zero-topic parameterに基づく再帰表現「自分」の分析

藤田元（上智大学大学院生）
3. (14:30–15:05) Toward a Unified Mono-Clausal Analysis of Cleft Sentences in Japanese and

English

三村敬之（東北大学大学院生）

司会： 有村兼彬（甲南大学）

4. (15:20–15:55) Locality and incrementality in the human linguistic computation: A view from

processing of the aggressively non-D-linked wh-phrases in Japanese

小野創（近畿大学） 酒井弘（広島大学） [招聘]

5. (16:00–16:35) Japanese Phrasal Comparatives at LF

川原功司（ヨーク大学大学院生）

司会： 藤田耕司（京都大学）

6. (16:50–17:25) On the Double-Accusative Constraint in Japanese Light Verb Constructions:

Surface or Deep?

内芝慎也
7. (17:30–18:05) 連体節における状態のタの統語的分析と否定辞の統語的位置

田川拓海（筑波大学大学院生）

D会場 [522（5号館 2階）]

司会： 西光義弘（神戸大学）

1. (13:10–13:45) 共感的比喩の視覚表現—ロシア語とフランス語を中心に—

武藤彩加（琉球大学） 副島健作（琉球大学）
山元淑乃（琉球大学）

2. (13:50–14:25) タメニのための様相論理
田村早苗（京都大学）

3. (14:30–15:05) 「どうせ」の意味と unconditionality

有田節子（大阪樟蔭女子大学） [招聘]
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司会： 龍城正明（同志社大学）

4. (15:20–15:55) フランス語の連想照応と主題性
出口優木（京都大学大学院生）

5. (16:00–16:35) 「は」のような主題マーカーと言語の語順との相関関係について
張麟声（大阪府立大学）

司会： 川越いつえ（京都産業大学）

6. (16:50–17:25) 第二言語習得データに見る日本語の「状況可能」と「認識可能」のモダリ
ティの関係
玉地瑞穂（高松大学）

7. (17:30–18:05) 部分反復オノマトペにおける韻律写像と無標志向性
那須昭夫（筑波大学）

懇親会 18:30～20:30 [学生ホール（4号館 2階）]

（会費: 一般 4,000円学生 3,000円）

•第 2日: 6月 7日（日）•

受付開始 9:30 [2号館 1階ロビー]

招待講演 10:00～12:00 [213（2号館 1階）]

ダニエル・ロング（首都大学東京） 「『小笠原混合言語』はどうして言語と呼べるか」

司会 西光義弘（神戸大学）

シンポジウム 13:00～16:00 [213（2号館 1階）]

「文法論と語用論のインターフェース—日本語研究から—」

司会 益岡隆志（神戸市外国語大学）
講師 天野みどり（和光大学） 「他動構文の意味—拡張した「－ガ－ヲ

文」の意味解釈を通して—」
森山卓郎（京都教育大学） 「価値と接続」
益岡隆志（神戸市外国語大学） 「連体節構文における関係的意味」

指定討論者 山口治彦（神戸市外国語大学）

閉会の辞 16:05 [213（2号館 1階）]

関西言語学会副会長 龍城正明（同志社大学）
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神戸松蔭女子学院大学へのアクセス


